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はじめに 
宇都宮大学国際学部附属多文化公共圏センターと日光市国際交流協会の共同主催事業「国際交流都市日

光の再発見」（通称日光プロジェクト）は今年度を含め 8 年間実施してきた。 
新型コロナウィルス感染症や、いままでの担当責任者の交代等、環境が大きく変わったなか、今年度の実

施状況について本文で報告する。 
 
プロジェクトの目的と計画 
日光プロジェクトの特徴を２つの言葉で表現するなら、国際交流と地域貢献に凝縮することができる。国

際交流とは、参加する学生のほとんどが外国人留学生で、地元国際交流協会の方々との交流がプロジェクト

を通じて可能になる。地域貢献とは、日光市の観光や行政サービスについて、観光客へのアンケートや現地

でのフィールドワークによって参加者が日光市に対して提言提案を行うことである。 
年度初めに日光市国際交流協会の要請により、現地のフィールドワークを１回、シンポジウムの代わりに

報告会を実施することになった。新型コロナウィルスの脅威に徐々に慣れてきたとはいえ、規模縮小はやむ

を得ない。 
また、いままでの 7 年間、担当責任者であった重田センター員が定年退職され、倪センター員が今年度の

担当者に指名された。 
さて、今年度のテーマ設定については、センター長の提案のもと、「日光の文化的価値を活かした観光地

づくりを留学生と考える」というものにした。 
世界遺産の社寺や奥日光の豊かな自然を有する日光市は日本有数の観光都市であるが、課題も抱えてい

る。たとえば、多くの観光客が日帰りで日光を訪れており、宿泊率の低さも一つの課題である。そこで、ア

フターコロナを見据えて、数日にわたる体験型観光や滞在型観光モデルをデザインし、日光の観光資源に日

光の文化的価値をさらにプラスしたものを国内外にアピールしたいとするニーズが、日光市側にある。この

点、大学における多文化環境と学術性が合わさり、多様なバックグラウンドを持つ学生や研究者が日光市の

文化的・歴史的あるいは自然に関する魅力を深掘りすることで、新規性やストーリー性のある観光の楽しみ

方を発見することができる可能性がある。 
日光観光の「文化的価値」は極めて多様で豊かである。例えば、明治初期時代の観光地、避暑地として開

発され、「日光金谷ホテル」等で代表される西洋建築物、中禅寺湖畔に建てられたイタリア大使館やイギリ

ス大使館などの施設、「日光田母沢御用邸記念公園」等で代表される皇室文化、日光真光教会や、青龍神社、

日光二荒山神社、山輪王寺、神橋等の宗教文化、そして、世界遺産そのものが高い文化的価値をもつもので

ある。 
このように、今年度のプロジェクトは目的として、日光の文化的価値を留学生の目線から掘り起こし、イ

ンターネットを通じて発信する。また、成果を日光市と共有し、日光に対して国際貢献・地域貢献をしてい

く。深掘りすることで、日光観光資源を外国人留学生の母国との相似性、相違性を調べ、日光のさらなる魅

力を国内外にアピールすることが、本プロジェクトの狙いである。 
なお、国際学部の「ミッション達成支援経費」により、プロジェクトの活動経費として 15 万円いただい

ている。 
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プロジェクトの成果と今後の課題 
今年度の日光プロジェクトの成果を以下 4 つの点にまとめた。 

(1) 地域貢献 
日光の観光資源を文化的価値という観点から分類したのが今年度の試みのひとつである。来るべくアフ

ターコロナ時代ではより多くの外国人観光客に日光の魅力を感じてもらい、滞在型・体験型観光に結び付く

ことにさまざまなアイデアや工夫が必要で、日光観光に外国人留学生の視点からみた文化的価値を確認し、

掘り出すことによって、対象国の文化との相似性、相違性をアピールすることで、地域観光・地域経済の振

興に貢献する効果が期待される。 
また、報告会を通して、外国人留学生の目線でみた外国人観光客の呼び込みに有効な日光市観光政策にも

影響を与えることができる。 
(2) 教育効果 
フィールドワークや学習会、報告会の開催において、センター員、外国人留学生、日光市職員、日光国際

交流協会員の協働作業が必要で、外国人留学生に日光の観光を体験するだけでなく、日本の文化、地域社会

や地域観光についてその現状を一層理解してもらい、さらに市民との草の根レベルの交流によって、大学の

授業では得られない教育効果が発揮できた。 
また、日光の文化的価値を再確認することによって、日光観光や世界遺産の魅力がより具体的になり、地

域社会のグローバル化、グローカル化の事例として、地域観光、地域経済活性化の事例として、関係授業の

教材に加わることにより、国際学部全般の教育的効果の向上にも貢献することにつながる。 
(3) 学問的価値 
世界遺産となっている日光の社寺を支えてきた西町に住むひとびとの生活や文化的活動の変遷等、多く

の貴重な情報を地元出身の学習会講師によって初めて知ったことが多かった。また、学芸員でもある国際交

流協会員の案内を通じて、価値の高い文化財が西町に点在していることがわかった。いずれも、学問的価値

が高く、地元大学の研究対象として今後その展開が十分期待できる。 
(4) 地域連携 
地域との連携強化は国際学部やセンターにとって重要なミッションであり、中期計画にもつねに盛り込

んでいる。日光プロジェクトを継続的に、有効的に展開することによって、学部の地域連携活動の見える化

に貢献することになる。 
また、今後の課題として２点をあげる、まずは学習会の質をさらに高めることを感じた点である。日光の

気候条件ではフィールドワークの実施時期はどうしても 11 月上旬までになってしまい、参加者の募集から

の１か月間に学習会を複数開催することが今回できなかった。とくに文化的価値についての学習は外国人

留学生にとって言葉の壁や文化的違いによってもっと多くの時間が必要だと思われる。プロジェクトの計

画達成や成果にもかかわることなので、今後の改善を要する。２点目としては、文化的価値に関する質問項

目をアンケートに加えるべきだとの指摘があったことである。 
 
おわりに 
日光プロジェクトについて、今年度の実施目的や計画、活動内容、成果と課題について本文で説明してき

た。地域貢献としての日光プロジェクトはいままで各方面に好評され、9 月 29 日に開催された第 3 回宇都

宮大学コラボレーション・フェアにも出品展示した実績をもっている。来年度以降のますますの発展に期待

する。 

 

プロジェクトの活動内容 
前学期では日光観光課、日光国際交流協会との打ち合わせを行い、テーマの設定、フィールドワークコー

スの選定等の準備作業を行った。 
実際の活動は例年どおり、後学期の 10 月 1 日より始まった。時間に沿って、以下にその詳細を記す。 

(1) 参加者の募集（10 月 1 日～10 月 10 日） 
チラシを作成し、主に外国人留学生に対して参加者を募った。スクールバスの定員制限である 25 名によ

り、学生数の上限を 18 名とした。 
また、いままでのフィールドワークの経験から、5～6 名のグループならフットワークがよかったので、

今回は 3 つのグループに分けた。 
(2) 説明会の開催（10 月 18 日 12 時～12 時 40 分） 
参加者に対し、プロジェクトの目的、文化的価値としての、世界遺産（日光の社寺）、皇室文化、西洋建

築文化、宗教文化を写真を使って簡単に説明し、プロジェクトの活動内容、フィールドワークの日程やコー

ス、参加に関する確認事項、緊急連絡先等を説明案内した。 
(3) 学習会の開催（10 月 25 日 13 時～14 時 30 分） 
学習会は従来なかったものであるが、フィールドワークの前に、日光の文化的価値について外国人留学生

に勉強してもらうことがとても重要だと考え、今年度に新規設定した。 
学習会では、センター長や日光観光課の方による挨拶につづき、主旨説明、日光市観光の概要・日光市の

文化財、宗教文化、西洋建築文化等について、日光市観光経済部観光課観光交流推進係の方、日光市教育委

員会事務局文化財課課長、米山センター員、重田センター員、倪センター員がそれぞれ説明した。 
また、各グループのリーダー、アンケート調査担当者を選出してもらった。 

(4) フィールドワークの実施（11 月 5 日） 
日光国際交流協会との協議のもと、フィールドワークは日光市西町を中心に実施した。 
具体的には、３つのグループはそれぞれ、以下のコースを回りながら、文化的価値の確認や発掘、アンケ

ート調査を行った。 
グループA: 田母沢御用邸記念公園、日光東照宮、神橋。 
グループB: 金谷ホテル歴史館、日光山輪王寺、大猷院。 
グループC: 田母沢御用邸記念公園、日光真光教会、青龍神社、日光二荒山神社。 
参加者はセンター員や国際学部教員等 7 名、学生 18 名、日光国際交流協会会員 9 名、計 34 名であった。

協会会員にはコースや、ランチのとれる飲食店の案内等、欠かせないサポートをいただいた。 
スクールバスによる送迎であったが、乗車するまえに、コロナ感染の有無を確認するために体温を一人ず

つ測定し記録した。 
当日は天気に恵まれ、紅葉の真っただ中の日光の美しさに参加者一同が感動した。コースの各スポットが

西町に集中したため、歩行による移動が可能であった。 
(5) 報告会の開催（12 月 10 日 10 時～12 時） 
従来のシンポジウムの代わりに、今回は報告会という形で成果報告することになった。 
国際学部長と日光市観光経済部観光課長による挨拶につづき、主旨説明、趙敏講師による基調講演（日光

の文化的価値を深堀する）、留学生によるグループ発表、発表に対するコメント等が報告会の内容である。 
基調講演では世界遺産としての日光と日本国内や中国の歴史とのつながりを中心に、文化的交流史を豊

富な写真を使って物語った。 
留学生の発表内容は多岐にわたるが、地域貢献として、日光市への提言提案、文化的価値についての考察

をおこなった。 
発表の準備として、各グループはフィールドワークのあと、リーダーのもと、複数回の打ち合わせやリハ

ーサルを行い、周到な活動をしていた。 
日光観光課や日光国際交流協会の方々は直接、あるいは、オンラインで参加していただいた。 
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